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窓面輝度がオフィスにおける執務者の選好照度に与える影響
楠本 真弘

Masahiro KUSUMOTO

1 はじめに
東日本大震災に端を発する全国の電力供給不足から,
オフィスビルにおいて昼光の積極的利用による節電意識
が高まっている 1) . オフィスビルでの昼光利用による
省エネルギー性に関しては多くの研究がなされており,
昼光利用により省エネルギー効果が得られると報告され
ている 2) 3) . しかしながら, これらは室内の熱環境や光
環境のエネルギー的側面のみを対象としたものが多く,
執務者の視的快適性を考慮する必要がある 4) .
そこで本研究では, 昼光利用時の窓面輝度が執務者の
選好照度に与える影響について検証し, 視的快適性を
考慮した, 昼光利用による省エネルギー性について検討
する.

2 オフィスにおける昼光利用
昼光利用とは, 昼間の明るさを室内に取り入れること
により, 人工照明を消灯または減光させ, 照明によるエ
ネルギー消費量を削減することである. 今日では, 多く
のオフィスではブラインドなどの日射遮蔽装置を窓面に
設置することにより, 直射日光を遮りながら昼光を利用
している 5) .
しかしながら, 昼光は天気や時刻等の影響を受けやす
く, 昼光を利用すると一日を通して窓面の輝度が大きく
変動するため 6) , それに伴い執務者の視環境に影響を
与える. そのため多くのオフィスでは, 日射遮蔽装置を
窓面に設置しているにも関わらず終日全閉放置している
場合が多く 7) , 昼光利用により省エネルギー性が得ら
れているとは言い難い.
そこで本研究では, 昼光利用をしていない時と, 昼光
利用時の執務者の選好照度を比較することにより, 窓面
輝度が執務者の選好照度に与える影響を観察し, 昼光利
用による省エネルギー性について検討する.

3 選好照度の検証実験
3.1 実験環境
本実験では, 窓面輝度と被験者の選好照度の関係につ
いて検証し, 昼光利用しない状態と比較する.

Fig.1 に実験室の平面図を, Fig.3 に実験風景を示す.
被験者は 20代前半の男性 3名である. 実験室の中央に
は窓と並行に机を設置し, 窓と正対するように椅子が設
置されている. 実験室の左右の壁は, 表面に白色の模造

紙が貼られたパーティションを使用した. 被験者は、実
験中は実験ブースの Aに着席し、待機中は待機場所の
Bに着席するとする.
被験者の頭上（床上 1800 mm）にはグリッド型 LED
照明器具（以下, 天井照明）が 1台設置されており, 100
lx～1500 lx まで連続調光が可能である. 天井照明の色
温度は昼白色である. 被験者は, 机の右角に設置された,
Fig.2に示すロータリー式の調光器を用いることにより,
天井照明を自由に調光することができる.
実験室の前方には, 縦 900 mm , 横 960 mm の, 実際
の窓を模擬した面光源装置（以下, 模擬窓）を床上 800
mm の高さに設置した. 模擬窓は, 32Wの昼白色ツイン
蛍光灯 16本で構成され, 蛍光灯が視認されないように
乳白色のアクリル板で表面を覆った. このとき, 模擬窓
面の輝度分布はほぼ均一である. 模擬窓はパソコンを用
いた制御により 20 cd/m2～16000 cd/m2 まで連続調光
可能である.
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Fig. 1 実験室の平面図

Fig. 2 ロータリー式調光器 Fig. 3 実験風景

3.2 模擬窓の出力範囲の決定
本研究は, 窓が存在する実オフィスを想定している.
しかしながら, 実際の窓面輝度は時々刻々と変化するた
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め, 実験に用いることは困難である. そこで, 一定の輝
度で照射する, 模擬窓の構築を考えた.
模擬窓で出力する輝度は, 実際の窓を模擬する必要が
あるため, 実際の窓を用いて窓面輝度の計測を行った.
2012年 11月 18日（快晴）8時～17時に, 南向きの窓を
用いて窓面輝度を計測した. 窓の室内側には模造紙を張
り, 窓面の輝度がほぼ均一に拡散するようにした. 計測
にはKonica Minolta LS-100（測定角 1°）を用いた. 計
測した窓面輝度を時系列で表したグラフを Fig.4に示す.

Fig.4から, 晴れの日の最大輝度は約 10000 cd/m2 で
ある. よって, 模擬窓は最大 10000 cd/m2まで出力でき
れば実際の窓を模擬できることが分かった.
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Fig. 4 窓面平均輝度（2012.11.18計測）

3.3 実験内容
被験者は一定照度に保たれた待機室で 30分間待機し
た後, 作業面照度 750 lx に設定された実験室に入室し
て着席し, 簡単な文書を 5分間読む. このとき, 天井照
明のみ点灯しており, 窓は消灯している. 作業中, 被験
者はロータリー式調光器を用いて天井照明を自由に調光
し, ちょうど良いと感じる値に何度でも調節できる. 作
業後, 照度計を用いて作業面照度を計測した. このとき
の作業面照度を, その被験者の基準照度とした. 基準照
度は, 窓が消灯しており, 昼光利用していない時の被験
者の選好照度を意味する.
被験者は, この作業を窓面輝度 5条件, 強度の弱いも
のから順に 600 cd/m2, 1250 cd/m2, 2500 cd/m2, 5000
cd/m2および 10000 cd/m2に対して繰り返す. なお, そ
れぞれの条件で作業を始める前に, 作業面の照度を被験
者の基準照度に設定した. これにより, 消灯時の選好照
度と比較して, 窓面輝度が被験者の選好照度にどのよう
な影響を与えるかを観察した.

3.4 実験結果および考察
4人の被験者の実験結果を Fig.5～Fig.7に示す. Fig.5
～Fig.7は,それぞれの窓面輝度条件における被験者の選
好照度と天井照明のみによる照度を示したものである.
また, それぞれの図における直線は, その被験者の基準
照度を示す.

Fig.5～Fig.7より, 窓面輝度が上がるにつれ, 被験者
の選好照度も上がっていることが分かる. これは, 被験
者の目が高輝度となった窓面に順応し, 作業面が暗く見
えてしまうため, 窓面輝度に比例して天井照明の目標照
度を上げたからと考えられる.
また, いずれの被験者も, 窓面輝度が 1250 cd/m2～

5000 cd/m2 の時に, 模擬窓が消灯時の選好照度を超え
ることが分かる. このことから, 窓面輝度が 1250 cd/m2

以下の場合, 昼光を室内に取り入れることにより, 壁の
状態と比較して執務者の目標照度が低下していることが
分かる. したがって, 人工照明によるエネルギー消費量
が軽減されるので, 昼光を利用することにより省エネル
ギー効果が得られると言える.
窓面輝度が 5000 cd/m2 以上の場合は, 壁の状態と比
較して目標照度が高くなっていることが分かる. した
がって, 人工照明によるエネルギー消費量が増加するの
で, 昼光利用することにより省エネルギー効果は得られ
ないと言える. この場合, 昼光利用しない方が, 省エネ
ルギー性の観点からは良いと言える.
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Fig. 5 被験者 A
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Fig. 6 被験者 B

!"

#!!"

$!!"

%!!"

&!!"

'!!!"

'#!!"

'$!!"

'%!!"

'&!!"

#!!!"

!" #!!!" $!!!" %!!!" &!!!" '!!!!"

!"#$%

&'#()*+#$%

Fig. 7 被験者 C
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